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世 親 プ ト ン に 於 け る 法 の 分 類

小 谷 信 千 代

ガ イガ ー夫 妻 が法 の 意味 をそ の労 作 『パ ー リ ・ダ ンマ 』 に於 い てA. 法 則(Ge-

setz), 正 当(Recht), 規 準(Norm) B.教 え(Lehre)C. 真 実(die Wahrheit),

最 高 の実 在(die ewige und hbchste Wahrheit, das hbchste Sein, das hbchste Wesen),

D.経 験 的事 物(die empirischen Dinge)の 四 種 に 分 類 した こ とは よ く知 られ て い

る。 夫 妻 の分 類 法 は五 世 紀 の 南方 上 座 部 学 僧 ブ ッ ダ ゴーサ の分 類 の仕 方 に基 づ

くも ので あ った。

と こ ろで プ ヅダ ゴ ーサ とほ ぼ 同 時 代 の世 親(320-380)の 『釈 軌 論 』 に於 い て も

法 の分 類 が試 み られ てい る こ とは あ ま り知 られ て い な い。 更 に, チ ベ ッ トの学 僧

プ トン(1290-1364)は そ の世 親 の 分 類に 基 づ い て, か な り詳 細 な 法 の分 析 を行 っ

て い る。 プ トンのそ れ は彼 の 『仏 教 史 』 に 見 られ る もの で あ り(Lokesh Chandra

ed., The Collcted vorks pm-stom, Pbrt 24(%), New Delhi, 1971), 夙 に オ ー

バ ー ミラ ー(E. Obermiller)の 英 訳 が 出 版 され て い る が, それ も従 来 あ ま り注 意

が 払 わ れ た とは思 われ な い。 ま た筆 者 に は多 少 オ ーバ ー ミラ ーの 訳 とは異 な る考

え もあ るの で, 以下 に プ トンの 『仏 教 史 』 を 中心 に し て, 世 親 の 法 の 分類 の仕 方

を も併 せ て 紹 介 す る こ と とす る。 プ トンは, 

A. 法 の語 が 用 い られ る様 々 な ケ ー ス(chos kyi sgra jug bai yul gyi dbye ba)

B. 法 の語 義(chos kyi sgra don)

C. 法 の定 義(mtshan nyid)

D. 法 の 種類(rab tu dbye da), の 四 項 目に 関 して 法 を 考 察 して い る。

Aの 項 目に 関 して プ トンは世 親 の 『釈軌 論 』 を殆 どそ の ま ま引 用 す る こ とを 以

て そ の説 明 に充 て てい る。 『釈 軌 論 』 の方 が 多 少 説 明が 詳 しい ので, こ の 項 目 に

関 して は プ トン自身 の 要 約 的 な説 明 の代 わ りに, 『釈 軌論 』 の 文 章 を そ の ま ま 提

示 して お きた い。B, C, Dの 項 目は, 言 うまで もな く プ トンの説 明 で あ る。

 【法の語が用 いられ る様 々な ケース, 7, a, 5-7, b, 2】

『釈 軌論 』vyakhyayukti の 中 に は, 次 の よ うに法 に十 種 の意 味 が あ る こ とが 指

摘され てい る。
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(138) 世親, プ トンに於け る法の分類(小 谷)

Vyakhyayukti, Toh. No. 4061, Ship 36, a, 4-b, 2, Pek. No. 5562, Sip 40, b, 2-41,

a, 2.

chos ni shes bya lam clang nip mya ngan das Bang yid kyi yul, bsod nams tshe

dang gsung rab dang, byung gyur nges dang chos lugs la'o.

chos kyi sgra shes byal la chos gang la la dus byas sam dus ma byas sam

e rnams kyi mchog ni dod chags dang bral ba yin par bshad do zhes byung

ba lta buo. lam la ni dge slong dag log pai lta ba ni chos ma yin la yang dag

pai lta ba ni chos yin no shes rgyas parbyung ba lta buo. mya ngan las das

pa la ni chos la skyabssu song ba zhes byung ba lta buo. yid kyi yul la ni 
chos kyi skye mched ces'byung ba lta bu ste, de ni yid kho na'i yul yin zhing 

yul kho na yin gyi rten ni ma yin no. bsod nams la ni btsun mo'i 'khor dang 

bzhon nu ma rnams dang Than cig to chos spyod ces rgyas par 'byung ba ita 

bu'o. tshe 'di la mthong ba'i chos la myong bar 'gyur ba dang, byis pa ni 

mthong ba'i chos gces par 'dzin pa yin zhes 'byung ba lta bu'o. gsung rab la ni
'di la dge slong chos shes pa ni di lta ste, mdo' sde dang, dbyangs kyis bsnyad

pa'i sde dang zhes rgya cher 'byung ba lta bu'o. 'byung bar 'gyur ba la ni 'du

  byed kyi rdzas rnams ni de'i chos so zhes 'byung ba dang, de ltar 'di lta ste,

lus 'di ni rga ba'i chos yin no zhes 'byung ba lta bu'o. nges pa la ni dge slong

gi chos bzhi rnams zhes2) byung ba lta bu dang, de bzhin du dge slong dag
srog good pa ni chos ma yin la srog goodpa spangs pal( ni chos yin no zhes 

rgya cher 'byung ba lta bu'o. chos lugs la ni yul chos dang rigs chos zhes 
  'byung ba lta bu'o.

*(1)テ クス トは, chos kyi sgra zhes bya ba la とな っ てい るが,他 の九 つ の ケ ー

ス は 全 てIamlaと い う よ うに それ ぞれ の事 柄 を しめす 名 詞 のlocataive形 にな って

い るの で, この よう に 訂 正 した。(2) rnams zhes (Der) rnamshes (Pek). (3)

spangs pa(Der), spong ba(Pek).

法 は, 所 知(jhuya)と, 道 (marga)と, 浬 塁(nirvapa) と, 意[根]の 対 象(ma=

no-gocara)と, 福 徳(punya)と, 生 涯(janman)と, 教 え ravacanaと, 未

来(bhavin)と, 規 則(niyalna)と, 慣 習(vyavahara)と を意 味す る

法 の語 が 匪 知 を 意 味 す る のは お よそ 何 らか の 法 が 有 為 で あ っ て も, 或 は無 為 で あ っ

て もそ れ らの最 も優 れ た も のは, 貧 欲 を 離 れ た も の で あ る と説 か れ る と言 う よ う な

場 合 で あ る。

道 を 意 味 す る のは 比 丘 た ち よ, 間 違 った 考 え は 法 で は な い。 正 しい考 え が 法 で あ
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世親, プ トンに於け る法の分類 (小 谷) (139)

る"と い うように広 く説かれ るような場 合である。

浬禦 を意味す るのは"法 に帰依す る"と 言 うよ うな場合で ある。

意 根 の対 象を意味す るのは"法 処"と 言 うような場合 である。それ は意[根]の

みの対 象であ り, ただ対象 に しか な らず所依 とはならない。

逼 徳を意味す るのは"[王 が]王 妃 とい う春族や侍女たち と共に法を享受す る"と 広 く

説 かれ るよ うな場合であ る。

この生塗 とい う意 味は"現 法(現 世)に おいて経験す る"と か"愚 か者 は現法(現 世)

に執着す る"と 言 うような場合であ る。

教 えを意味す るのは"こ こにおいて比丘 よ, 法 とは即 ち, 経 と応頒 と"と い うように

広 く説 かれ てい るような場 合であ る。

圭 来を意味す るのは"行(salpskara)た る事物はそ うい う法 である"と か"こ の身体

は老いの法であ る"と 言 うような場合 であ る。

規則を意味す るのは 比丘の四法"と 言 うような場 合や, 同様 に"比 丘た ちよ, 殺生

は非法な り。殺生を断つ ことは法な り。"と言 うような場 合であ る。

慣 習を意味す るのは"地 方法"と か"種 族法"と 言 うような場合 であ る。

プ トンは, 法 の語 が 用 い られ る ケ ース を 説 明 す るた め に この よ うな 『釈 軌 論 』

の 記 述 を 引 用 した 後 に, 更 に法 の意 味 を 補 足 して 凍 の よ うに 言 う。

それ ら(十 の意味)は 主 要 な も のに 関 して 述 べ た の で あ って, そ れ に尽 きるわ け

で は な い。 「法 に よ って 法 を 求 め るの で あ り, 非 法 に よ って で は ない 」 と い う よ

うに正 当性(yukti, 道 理)と い う意味 で の法 や, 理論 に 於 け る 証 明 さ る べ き

法(属 性)と 否 定 さ るべ き法 な どの 意 味 で も用 い られ る か らで あ る。

【B. 法の語義, 7, b, 2-8, a, 5】

dharmaと い うのが法で ある。 その語根はdhrで あ る。 dharapaつ ま り保 つが故に

 法な ので ある。 この場合, 所知は相(lakapa)を 保つがゆ えに法 である。 色(rupa)が

色 の相で ある"色 に相応す ること(変 壊, rupauiya)"を 保つ こ と[を 始 め と して],

一切知がそ の相 である"一 切法の現証"[を 保つ に至るまで, 自相を保 ち, 共相つ ま り,

一切の有為は無常であ り, 一切の有漏は苦であ り, 一切 の法 は無我 であ り, 一切 の浬薬

は寂静で あるとい う共相を保つか らであ る。意[根]の 対象 は, 自相を保つ, 或は意を

保つか ら法であ る。生涯は, 身体を保つ, 或は衆同分を保 つか ら法 で あ る。 教 え は,

『釈軌論』に 「法 とは経な どで ある。道理を示す とい う点 と, 意味を間違 いな く確 実 な

もの として保つ[即 ち確定 す る]と い う点で[経 などは法 なの]で ある」 と説かれてい

る。未来を保ち, 規則 として行 うぺ き行為を行 うように保 ち, 地方や種族の行いを保つ
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(140) 世親, プ トンに於 ける法 の分類(小 谷)

ので地方法な どと[呼 ばれ る法が法たり得 るの]で ある。

道 と浬 薬 と福 徳 との三 つは, 罪 に陥るこ とか ら[守 り]保 つが故 に法な ので ある。そ

れ には悪 趣に陥 ることか ら保つ ことと, 輪 廻転生 に陥るこ とか ら保つ こ ととの二つが あ

る。前者はUdanavargaに 「この世 でも来世 でも法 を行 う者は, 安 らか に 眠 る」 と説

かれてい るように, 業 と果報 とを確信す る信 と, 世 間的な正 しい考 えに よって十善 を行

 うことと, 世間的な無色の静慮の三 昧を修習す るとい った ような, これ らのこ とが悪趣

 に陥 ることか ら[人 を守 り]保 つか ら, 法 と言 うのであるが, [そ うい う法は]外 教 にも

 あ る。輪廻転生に陥 ることか ら保つ ものは,仏 教 の帰依所 であ り, 貧 欲を離れ た人 々の

 最高の法 と呼ばれ る浬 禦 と, それを得 させ る道諦 と及びそれに伴 うもの とであ る。大乗

の道 と浬禦 と教え とは, 小乗に堕す ることか ら保つのであ る。無 自性を証得す る智慧 と

 大慈悲な どが相い伴 うか ら生死 と浬 繋 とか ら[守 り]保 つのであ る。特に, saddharma

とい う語 の意味は, sadは 完全な る仏陀を意味 し, 彼に よって説かれた法なのでsadd-

harmaと 言 う。或 は, sadは 最高な るものを意味 し, 法が最高であ るのでsaddharma

と言 うのである。つ ま りsadとdharmaと は同格関係(samanadhikaraua)に あ るの

である。或 は, 優れ た人(sad)に よって行 じられ るか らsaddharmaな のであ る。比丘

の四法 とい うの と同様で ある。

【C. 法の定義, 8, a, 5-9, a, 2】

[法 は]次 の ように規定 され る。福徳 と道 と浬 禦 とは主 た る所説 内容た るものであ り,

教 えは能説た るものであ り, [それ らは共 に]正 法(saddharma)で あ る。 そ の定 義 は

「それを所縁 とす る時, 有情た ちの障碍が尽 きる方便 とな る所の ものであ る」 つ ま り,

「一切 の苦 と全 ての障碍 を除 くものが正法 であ る」 と述 べ られ る。それを分 け れ ば, 証

得の法(adhigama-dharma)と 聖教 の法(agama-dharma)の 二つ になる。『倶 舎 論』

 には 「[大]師 の正法は, 聖教をその本質 とす るもの と証得をその本質 とす るもの と の

二種 である」 と説 かれ てい る。

証得 の法 の定義 は 「或 るものが, 何 らかの もの よって貧欲を離 れ る[場 合, その或 る

もの及 び, 何 らかの もの]で あ る。「或 るものが何 らか の もの よって貧欲を離れ る場 合

に, 二 諦を相 とす るもの, それが法であ る。離貧 とい うことは滅諦 と道 諦 とに包摂され

る」 と 『宝性論』には説かれてい る。その場 合, 或 るもの即ち, 貧欲を離れ た滅諦 と,

何 らかの もの即ち, 貧欲を離れ しめ る道 諦 との二 つの内, 滅諦を規定すれ ば 「真如を所

 縁 とす ることに よってそ こ(真 如)に 於いて有漏の事物が消滅す ること」 とな る。即ち

『阿毘達磨集論』に 「真如を所縁 とす ることに よってそ こ(真 如)に 於いて有漏の事物が

消滅す ることが, 滅の規定であ る」 と説かれてい る。それ は 更 に, 学, 無学 の 断 と,

無余依浬薬 と, 大乗 で言 う仏 の法 身 と[を 意味す るの]で ある。道 諦を規定すれば, 滅
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世親, プ トンに於け る法の分類(小 谷) (141)

を実現す る方便であ る無漏の智 とそれ に伴 うものであ る。『倶舎論』 には 「無漏 は 道 諦

と」 と言い,『 宝性論』には 「清浄 と, 顕 現 と, 退 治 と」 と言 う。それ は また見 ・修 ・無

学 の三種の無漏道であ る。或は, 大乗 の道諦は 『宝 性論 』に依れ ぽ見[道]と 修[道]

二 であ ると考え られ る。資糧[道]と 加行[道]と の二 は道諦に随伴す るものである。

聖教の法の定義は, 証得の法に悟入す るための言葉 であ り, それ には戯論 より生 じた

習気 と, 法 界の等流 果 として 言葉 とがあ る。前者 は"馬"や"牛"な ど とい うよ うな

様 々な言語表現であ り, 輪 廻 と同質 であ るか ら世 間的な言葉 とも言われ る。後者は十二

部教 であ り, それは法性を証得せ しめ る等流果 であ り, 或は法界を証得 した等流果で あ

るか らその ように[法 界の等流果 としての言葉 と]言 われ るのであ る。「最高の 等 流 を

有す るとい う意味 と」 と 『中辺 分別論』には言 う。『Prasphutapada』 には 「法界の 同

類 因 となれ る」 と言 う。Papdita Sunyasriは 「一切法 は空性を証得す るこ とを 根 本 と

す る。小 さな鳥, 中 ぐらいの鳥, 大 きな鳥が空を飛 ぶ ように, 三種 の悟 りは, プ ドガラ

の無我 と所取 の無我 とそれ ら二種 の無 我 とを悟 るこ とに よって得 られ るのである」 と言

う。それは浬禦 と同質 であるか ら出世 間の言葉 と言われ る。『浬梨経』 に は 「四 大 河水

が大海 に注 くように, 一切法 も浬禦 に赴 く」 と説 かれてい る。

【D. 法 の種 類, 9, a, 2-9, b, 2】

[法 の]種 類 には, 証得 と聖教[の 法があ る]。或は結果 としての法 と, [その結果を]

実現す る法 と, 所説 の法 との三種 とが ある。

(1)結 果 としての法

第一[の 結果 としての法 と]は, 浬繋の ことであ る。全ての苦がその因 とともに寂滅

してい ることをそ の特徴 とす る。それは また七種 の寂静で ある。即 ち, 生 と, 老 と, 死

と, [怨み憎む者 と]出 会 うことと, [愛す る者 と]別 れ ることと, 求め るものが得 られ

ない ことと, 及び[五]蕊 の苦 とが静 まることであ る。或は四種の常住であ る。即ち, 

積聚 した ものが尽 きて しま うことと, 身体が最後には壊滅す ることと, 集会 した ものが

最後 には離散す ることと, 生命が遂には死に至 ることとい う, 四種の無常 と相い反す る

状態 であ る。

(2)[浬 藥を]実 現す る法

実現す る法 とは道であ る。即ち, その結果 としての法(浬 禦)を 得 させ る完全 な る徳

性(功 徳 円満)の ことであ る。それは また四種の完全 さを備えてい る。つ ま り, これ は

浬 築の城邑へ赴か しめる ものであ り, 輪 廻の城 邑に赴か しめる ものではないか ら, 曲が

っていない。浬 禦に接続 してい るか ら中断 してお らず, 変化 しないか ら連続 して絶 える

ことがない。 貧欲な どの盗賊に強奪 され ないか ら被害が ない。 法楽 とい う食物 を備 えて

い るか ら親 しく導 くこ とが完全 である。 とい うような四種である。
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(142) 世親, プ トンに於け る法の分類(小 谷)

(3) 所説の法

所説の法は, 道 としての法を完全 に明 らかにす るものであ る。それは四種の作用を持

つ。 即 ち, "これが道であ る"と 身近に聞 こえ ることと, "これは道であ るが他の ものは

そ うではない"と 決定す ることと, "この[四]念 処な どは道の因であ る"と その資糧を

明確にす ることと, "この煩悩 と業 と生の障碍は道を妨げ るものであ る"と 障碍 を 示 す

こ ととの四種であ る。その ことは 『縁起経釈』の中に説かれてい る。

そ して この所説の法は仏語 と論 との 二種 に分類 され る。 以 下 所 説 の 法 に 関 して,

それ がsubhasitaと 言わ れ る理 由 の説 明か ら始 め て, カ ンギ ュ ール, テ ンギ ュー

ル の分 類 の説 明が 続 く。(注 は 割 愛 す る。 詳 細 は64年2月 刊 行 予 定 の 『大谷 大学

研 究年 報 』第41集 を参 照 され た い。)

〈キー ワー ド〉法,『 釈 軌論』, プ トン

(大谷大学専任講師)
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